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「
日
の
丸
・

君
が
代
強
制
条

例
」
が
「
維
新
」

単
独
で
可
決
さ

れ
た
。
日
の

丸
・
君
が
代
を

巡
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
さ
れ
て
き

た
。
日
本
が
異
常
な
絶
対
主

義
的
天
皇
制
の
も
と
、
他
国

を
侵
略
し
、
戦
争
を
引
き
起

こ
し
た
悲
惨
な
歴
史
が
背
景

と
な
っ
て
い
る
。
戦
後

年

以
上
経
っ
た
今
も
、
侵
略
国

に
対
し
、
正
式
な
謝
罪
も
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で

戦
争
を
美
化
す
る
動
き
も
強

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴

史
的
背
景
が
日
の
丸
・
君
が

代
を
巡
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
生
み
出
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
国
旗
・
国
歌
法
も

制
定
は
さ
れ
た
が
、
こ
う
し

た
歴
史
的
背
景
や
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
踏
ま
え
、
国
旗
・

国
歌
を
定
め
た
だ
け
で
、
義

務
化
や
強
制
は
し
て
い
な
い
。

今
回
の
「
強
制
」
条
例
は
、

ま
さ
に
橋
下
知
事
の「
独
裁
」

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
を
顕
在
化

さ
せ
た
の
で
は
な
す
だ
ろ
う

か
。

今
年

回
を
迎
え
る

平
和
友
好
祭
は
松
代
大
本
営

を
訪
れ
る
。
戦
争
末
期
に
皇

居
を
は
じ
め
、
天
皇
制
国
家

を
支
え
る
中
枢
機
関
を
移
転

さ
せ
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
巨

大
な
地
下
壕
で
あ
る
。
こ
の

工
事
に
も
多
く
の
朝
鮮
人
労

働
者
が
動
員
さ
れ
、
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
た
。
今
年

の
夏
、
長
野
県
で
の
ん
び
り

し
た
時
間
を
過
ご
し
つ
つ
、

少
し
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。（

コ
）
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夏季要求実現

第

回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
の
平
和

友
好
祭
、
開
催
地
は
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
お
ひ
さ
ま
」
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い

る
信
州
安
曇
野
で
す
。
宿
泊
は
大
町
温
泉

郷
に
あ
る
「
立
山
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」

信
州
の
美
し
い
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か

参 加 費
大人 円 小学生 円
参加費に含まれるもの
往復バス代・ 泊 食・昼食 回・
交流会費用・旅行保険

（オプション料金は各自負担となります）

参 加 費

多多
彩彩
なな
オオ
ププ
シシ
ョョ
ンン
ツツ
アア
ーー

多
彩
な
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

【 （金）】
府庁（大手前）に集合、出発
《昼食（お弁当）》
《途中のサービスエリアで適宜休憩》
松代大本営（象山地下壕）到着
《展示室で説明ガイド 地下壕見学》
立山プリンスホテル
宴会場で会席の夕食
交流企画検討中

【 （土）】
和洋バイキングの朝食

終日フリータイム
各オプションツアーをお楽しみください。
宴会場で会席の夕食
交流企画

【 （日）】
和洋バイキングの朝食

立山プリンスホテル 出発
安曇野ちひろ美術館

《館内・周辺で自由行動》
安曇野ちひろ美術館 出発
松本市内・松本城

《フリータイム》
松本市内 出発、大阪へ
大阪着後、解散

アジア・太平洋戦争末期、長野市松代町を中
心に作られた地下壕などの地下軍事施設群。
敗色濃厚だった当時、本土決戦の指揮中枢を
守るためのシェルターとして松代大本営の地
下壕が計画された。松代大本営の地下壕には、
宮城（皇居）、政府の諸官庁の主要部など、
天皇制国家を支える中枢機関がまとめて移転
する計画だった。 この工事には、多くの朝
鮮人労働者が動員され、過酷な労働を強いら
れた。しかし、その犠牲者などについてはほ
とんど明らかにされていない。

安曇野ちひろ美術館
安曇野ちひろ美術館……周囲に北アルプスを望
む安曇野ちひろ公園が広がり、清流、乳川（ち
がわ）が脇を流れ、ちひろの作品や人生に出会
う場所であるとともに、世界の絵本画家の作品
にも出会える美術館です。子どもから大人まで、
日常を忘れ、ゆっくり過ごすことができます。
館内でいちばん眺めのよい場所にあるカフェで
は、信州の食材を取り入れた、美味しくて身体
にやさしいメニュがあり、北アルプスや田園風
景を眺めながら、作品の余韻と感動を味わう
……そんなひとときが過ごせます。

府労組連第 次決起集会
月 日
大阪城公園教育塔前

充
実
し
た
オ
プ
シ
ョ
ン
や
楽
し
い
企
画

も
用
意
し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
わ
い

わ
い
と
楽
し
め
る
こ
と
ま
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
府
職
労
か
お
近
く
の
役
員
ま
で

熱
気
球
体
験

立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
ツ
ア
ー

ト
ロ
ー
リ
ー
バ
ス
・
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
を

利
用
し
て
黒
部
ダ
ム
・
黒
部

湖
・
黒
部
平
・
大
観
峰
へ

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

長
野
県
・
白
馬
村
を
流
れ
る
清

流
・
姫
川
を
、
北
ア
ル
プ
ス
の

雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
下

る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ア
ー

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

ツ
ア
ー

何
年
に
も
わ
た
り
山
か
ら
水
が

流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
渓
谷
を
歩
い
た
り
、
ロ
ー

プ
で
上
っ
た
り
下
が
っ
た
り
を

繰
り
返
し
、
滝
壺
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
プ
ー
ル
の
滑
り
台
の
よ

う
に
な
っ
た
岩
の
上
を
滑
り
降

り
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

真
田
城
下
町
散
策

と
無
言
館

無
言
館
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

志
半
ば
で
戦
場
に
散
っ
た
画
学

生
た
ち
の
残
し
た
絵
画
や
作
品
、

イ
ー
ゼ
ル
な
ど
の
愛
用
品
を
収

蔵
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
体
験

吹
き
ガ
ラ
ス
体
験

グ
ラ
ス
・
一
輪
挿
し
・
コ
ル
ク

栓
ボ
ト
ル
・
取
っ
手
つ
き
グ
ラ

ス
の
い
ず
れ
か
を
作
り
ま
す
。

小
学
生
以
上
と
な
り
ま
す
。

特
別
オ
プ
シ
ョ
ン

「
府
職
労
ゴ
ル
フ
大
会
」

穂

高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

平
友
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
も
運
行

（
平
友
参
加
者
は
乗
車
無
料
）

松代大本営



ど
う
す
れ
ば
財
政
再
建
で
き
る
の
か

の現状

憲
法
と
民
主
主
義
を
じ
ゅ
う
り
ん

大
阪
維

新
の
会

数
の
力
で
強
行

君
が
代
起
立
条
例

府
会
議
員
定
数
削
減

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 
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く
て
い
い
と
い
っ
て
い
る
の

も
同
様
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

全
て
の
ケ
ー
ス
に

が
関

わ
る
訳
で
は
な
い
で
す
が
、

よ
り
丁
寧
な
関
わ
り
を
し
き

れ
な
い
現
状
に
現
場
で
は
く

や
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
増
加
す
る
心

理
検
査
業
務
に
追
わ
れ
、
措

置
権
者
と
し
て
施
設
入
所
中

の
児
童
へ
の
心
理
的
な
関
わ

り
や
、
在
宅
ケ
ー
ス
に
お
け

る
グ
ル
ー
プ
指
導
の
件
数
減
、

通
所
指
導
に
お
け
る

の

関
わ
れ
る
機
会
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
昨
今
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
で
は
性
加
害
事

案
へ
の
対
応
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
性
加
害
児
童
へ
の
心

理
治
療
は
、
早
期
対
応
す
る

こ
と
が
再
発
防
止
に
不
可
欠

で
す
。
次
回
は
性
加
害
児
童

へ
の
指
導
の
と
り
く
み
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

祉祉福福童童児児

月

日（
土
）府
職
労
で
は
、

府
政
問
題
学
習
会
の
第
二
弾
と

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
阪
府
財
政
の
展
開
に
つ
い

て
高
山
先
生
は
、
横
山
府
政
か

ら
財
政
再
建
の
と
り
く
み
が
始

ま
っ
て
い
る
が
、
財
政
危
機
の

要
因
を

税
収
の
減
少

公
債

費
の
膨
張

国

地
方
関
係
の

見
直
し
に
あ
り
、
多
く
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
財
政
再
建

し
て
、
大
阪
教
育
大
学
高
山
新

氏
を
講
師
に
招
い
て
、
大
阪
府

は

人（

万
人

万
人
）、
心
理
司
は

人

（

）
と
な
り
、

ほ
ぼ
基
準
は
満
た
し
て
い
る

が
、
今
後
の
国
の
動
向
や
現

場
の
業
務
実
態
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
実
際
、

は

名
も
子
ど
も
家
庭

と
同
時
に
集
中
的
に
行
わ
れ
た

こ
と
、
歳
出
削
減
は
、
教
育
・

福
祉
・
医
療
・
住
環
境
関
係
で

切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、

橋
下
知
事
の
財
政
再
建
策
を
評

価
す
る
声
と
し
て
「
特
例
債
を

除
く
府
債
残
高
の
減
少
、
減
債

基
金
か
ら
の
借
り
入
れ
は
な
く

な
り
、
積
立
も
さ
れ
て
い
た
こ

と
」
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
他

の
・
国
基
準
以
上
の
も
の
は
や

ら
な
い
と
し
、
企
業
論
理
を
す

す
め
る
、
大
阪
都
構
想
で
は
、

新
自
由
主
義
の
「
企
業
が
儲
か

れ
ば
、
給
料
が
上
が
り
税
収
も

上
が
る
」
と
い
う
「
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
理
論
」
を
主
張
し
て
い

る
が
、

年
度
と

年
度
の
比
較
で
は
、
大
企

業
の
経
常
利
益
や
役
員
報
酬
は

倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
中
小

企
業
の
役
員
報
酬
、
給
与
は
下

が
り
、
法
人
税
、
所
得
税
、
住

民
税
は
下
が
り
、
消
費
税
の
み

上
が
る
と
い
っ
た
実
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理

論
」
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

参
加
者
か
ら
も
、「
法
人
税
率

を
上
げ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

の
か
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、

参
加
者
一
同
う
な
づ
い
て
い
ま

し
た
。

府
職
労
で
は
、
今
後
も
随
時

学
習
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
し
た
。
今
後
、
と
り
わ
け
橋

下
知
事
が

月
府
議
会
に
提
出

す
る
予
定
の
職
務
命
令
違
犯
に

対
す
る
処
分
条
例
な
ど
に
対
す

る
反
対
の
取
り
組
み
を
こ
の
秋

健康福祉支部書記長 前田 治敏

月

日
か
ら
開
催

さ
れ
た

月
府
議
会
が

会
期
を

日
延
長
し
て

月

日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
今

月
府
議
会

で
は
統
一
地
方
選
挙
が

終
了
し
て
初
め
て
の
議

会
で
、
過
半
数
を
得
た

大
阪
維
新
の
会
が
ど
の

よ
う
な
議
会
運
営
を
行
う
か
注

目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
知
事

提
案
と
し
て
の
議
案
で
は
「
大

阪
府
財
政
運
営
基
本
条
例
制
定

の
件
」
な
ど
で
議
論
が
あ
り
、

当
該
の
議
案
に
つ
い
て
は
継
続

審
議
と
な
り
ま
し
た
。
注
目
さ

れ
た
の
は
議
員
提
出
議
案
で
、

議
案
の
う
ち
「
大
阪
府
議
会

大
阪
府
域
に
お
け
る
新
た
な
大

都
市
制
度
検
討
協
議
会
設
置
条

例
制
定
の
件
」「
大
阪
府
の
施

設
に
お
け
る
国
旗
の
掲
揚
及
び

教
職
員
に
よ
る
国
家
の
斉
唱
に

関
す
る
条
例
制
定
の
件
」「
大

阪
府
議
会
議
員
の
定
数
及
び
選

挙
区
並
び
に
各
選
挙
区
に
お
い

て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関

す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」
が

大
阪
維
新
の
会
と
他
の
会
派
と

意
見
が
相
異
し
、
最
終
日
ま
で

も
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
国

家
斉
唱
の
件
と
議
員
定
数
の
変

更
の
議
案
に
つ
い
て
、
維
新
の

会
が
数
を
力
に
押
し
切
る
の
か
、

各
会
派
の
意
見
を
尊
重
す
る
の

か
と
府
民
の
注
目
を
集
め
ま
し

た
が
、
こ
の
、

つ
の
議
案
は

憲
法
と
民
主
主
義
の
問
題
で
あ

り
府
民
団
体
や
民
主
団
体
か
ら

大
き
な
反
対
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
維
新
の
会
は
数
の
力
で

押
し
切
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

府
職
労
と
し
て
も
府
労
組
連
闘

争
と
結
合
す
る
な
か
で
府
民
宣

伝
や
集
会
な
ど
に
参
加
し
て
き

大大大大大大
阪阪阪阪阪阪
府府府府府府
のののののの
財財財財財財
政政政政政政
状状状状状状
況況況況況況
をををををを
知知知知知知
るるるるるる

大
阪
府
の
財
政
状
況
を
知
る

方
で
財
源
対
策
と
し
て
特

例
債
に
依
存
、
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
の
問
題
、

国
の
施
策
の
影
響
等
」
も

あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
橋
下
府
政

は
、
さ
ら
な
る
一
般
施
策

の
削
減
と
事
業
見
直
し
、

他
府
県
が
や
ら
な
い
も

こ
の
間
、
心
理
職
（
以
下

）
の
増
員
に
つ
い
て
取

組
み
を
す
す
め
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の

現
状
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

現
在
、
府
内

カ
所
の
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ

れ
て
い
る

は
ケ
ー
ス
を

持
た
な
い
補
佐
も
含
め

名

（
育
休
者
除
く
）
い
ま
す
。

今
年
度
の
虐
待
対
応
課
の
増

員
で
は
、

所
で
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
（
以
下

）
は
、

名
の
増
員
が
あ
り
ま
し
た

が
、

は
中
央
の
み
の

名
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
部

と
の
交
渉
で
は
、
部
当
局
は

「

の
配
置
基
準
は
国
の

配
置
基
準
が
な
い
中
、

対

対

を
目
安
に

配
置
す
べ
き
と
研
究
会
報
告

を
う
け
て
要
望
さ
れ
て
い
る
。

本
府
は
、

の
配
置
基
準

（

万

万
）
か
ら
、
仮

に

万
で
除
し
た
場
合
、

セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
仮
に
配
置
さ
れ
て

い
て
も
、
大
阪
府
の

が
、

児
童
対
応
で
必
要
と
の
理
由

で
増
員
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、

が
増
員
さ
れ

な
い
の
は
、
児
童
・
家
庭
の

問
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
も
そ

の
治
療
的
な
関
わ
り
は
し
な

心心
理理
職職
のの
増増
員員
でで

心
理
職
の
増
員
で

よよ
りり
てて
いい
ねね
いい
なな
対対
応応
をを

よ
り
て
い
ね
い
な
対
応
を

府府
職職
労労
府府
政政
問問
題題
学学
習習
会会

府
職
労
府
政
問
題
学
習
会

行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

知
事
選
・
市
長
選
の
同
時
選
挙

を
見
据
え
な
が
ら
、
各
団
体
と

連
携
し
進
め
ま
す
。

月月府府議議会会月府議会

劇団せすん（大阪府職員演劇研究会）
第 回 大阪春の演劇祭参加作品

「かたりの椅子」 作 永井 愛
演出 杉田 満

・出演 秋田 高志・古謝 伸二 他
公演日時
月 日
日 ・
日

開場時間は、各公
演時間の 分前よ
り開始の予定です

場所 大阪グリーン会館 階ホール
チケット
一般 円
中学生・高校生・障がい者・シニア（ 歳以上） 円

チケットの申込先は、総務支部 長山（内線 ）まで

講演 「大阪の防災、安全・安心のまちづくり」
塩崎賢明さん（神戸大学教授）
「橋下知事がすすめる大阪都市のあり方」
森 裕之さん（立命館大学教授）

主催 府民要求連絡会
大阪市対策連絡会議 （大阪民医連 担当 後）

会習学急緊 会習学急緊 橋下さんで大丈夫？

大阪の防災、安全 安心のまちづくり
東海・東南海・南海地震が起きる確立は 年以内に ％と推定され

ています。地震や津波は防ぐことはできませんが、できることから対策を
講じれば、最悪の事態は避けられます。
これからの大阪の防災、街づくりをご一緒に考えましょう。

日時 月 日（日）午後 時半
場所 天満研修センター


